


（活動を通じて感じたこと） 

次に、それぞれの活動を通じて、地域の人たち

と関わる中で感じたことついては、「震災ボランテ

ィアを通じて福島大学との交流ができ、台風１２

号で三重県が被害を受けた際に、『お世話になっ

たお礼に力になりたい』と、三重県に災害ボラン

ティアに来てくれた。“つながり“の強さが大事だ

と改めて感じた」「自閉症や精神障害を持ってい

る人たちに対する一般の人々の偏見を無くし、た

くさんの人たちの理解が得られるようにすること

が必要」「特別養護老人ホームでのボランティア

の際に、施設の中では、孤立してつながりがなく

なっていると感じた」との思いが語られました。 

さらに、「今後、コメディカルとして医療の現場

で患者さんや、高齢者や障害者の方たちと係わる

際には、相手の立場にたった視点が大切」「薬剤師

の在宅医療への参画や東洋医学（鍼灸、漢方）の

活用など、特に県南部などの医師不足の地域で、

未病、軽医療への対応など活躍する場がもっとあ

るのではないか」との意見も出されました。 

 

（県として今後対応してほしいこと） 

県に対応を望むこととして、「医療体制、救急体

制の充実に力をいれてほしい。」「薬学部を卒業後

の就職が不安」「交通の便、交通マナーの向上をめ

ざすべき」「精神障がい者への偏見をなくす取組

を三重県からしていってほしい」「東洋医学をス

ポーツ医学などの分野などでもっと活用してほし

い」「発達障害の子どもたちのための施設の充実

や地域の人たちとの交流の場を増やしてほしい」

「捨て犬、捨て猫を殺処分しなくて済むような里

親制度などのしくみの整備を進めてほしい」「地

域で、障がい者や、高齢者が快適に住める環境に

なってほしい。」「元気な高齢者や働きたいと思う

障がい者が働けるような雇用環境を整備してほし

い」「障がい者スポーツのアスリートへの支援を

充実してほしい。」「盲導犬や介助犬の普及に対す

る制度を充実してほしい」などの意見が出されま

した。 

 

 

知事から皆さんへのメッセージ 

 最後に、知事からは、医療や福祉の分野で思

いを持って頑張っていただいている皆さんの声を

聞いて、行政でできることは、対応していきたい。

若い人たちが、それぞれ意志を持って歩もうとし

ている姿を見て、たいへんうれしく、今後に期待

できると感じた。今日のトークの中では、キーワ

ードとして「つながり」という言葉が出てきたが、

地域には、皆さんと同じように熱い思いをもって、

地域を良くするために活動している方がたくさん

いる。そういう人たちからは、若い世代に活動が

広がらないという悩みを聞くが、一方で若い世代

でこんなに頑張っている人もたくさんいるので、

ここを何とかつなげていきたいと思う。様々な世

代の人たちと皆さんがコラボしたり、同じ思いで

活動する人たちの橋渡しを担ってもらえるように

なると、もっと良くなるのではないかと感じた。

これからは、是非同じ世代や同じ価値観の人たち

だけでなく、異なる価値観を持った人たちと一緒

に何かに取り組むために１歩踏み出してほしい。

そうすることで、より大きい成果を得ることがで

きるとのメッセージがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


